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The questionnares were carried out about the initiation period and individual factors for 

obesity apperance of 144 obese housewives who took our dietary counceling. 

As for the initiation period of above desclibed women's obesity， one or two years after 

delivery were most common， and next one was climacteric. 

In high grade obese group， there were many cases who became obese since young age. 

As inductive factors for appearance of obesity， exessive eating and a lack of physical 

exercise were noticed by many women. In addition， housewife - specific and a lot of social 

factors were present as their life backgrounds. 

Slight difference in recognition of inductive factor of obesity was noticed between the high 

grade group and the low grade group. 

緒 巨司

人間の肥満が形成される過程には，多くの要因が関

与する.遺伝的要因，ライフスタイル，および生活環

境などが影響しあって，肥満が発現すると考えられる

が，近年では生活様式の急激な変化，情報の氾濫など

もあいまって，いっそう複雑な様相を呈している.

われわれの研究室では 1990年以来，主婦を対象に

食生活の改善を柱としたダイエット講座を開講し，一

定の効果1)2)を上げてきた.

今回は受講者の指導前までの体重経過に視点をあて

肥満発現の時期や年齢について調査するとともに，肥

満を誘発した要因について，受講者自身がどのように

認識しているかを考察した.

調査方法

本講座では4期生以来，全受講者に対しアンケート

を行い， r受講前までの体重の経過」について回答を求
めている.その内容は指導の参考資料とするととも

に，受講者自らが太ってきた当時の行動を分析し肥

満の原因を認識する一助となっている.今回はこのア

ンケートを中心に考察を試みた.

アンケートは基本的には自由記述方式で「太りだし

てから現在までの経過をできるだけ詳しく」書いても
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らうよう依頼している.ただし肥満発生の時期に関し

てのみは選択肢 (6択)を与え，あわせて当時の年齢も

記載してもらっている.

調査は初回時でなく講座 3回目(本講座は 5回シ

リーズ)に実施しているが，これは適切な回答のため

には肥満に関する基礎知識が必要であると同時に，質

問者である我々との信頼関係も不可欠であると考える

カミらで、ある.

対象の概要はつぎのとおりである.

・本講座4期生から 8期生(調査当時 1991年 11月

から 1994年 5月に講座在席)

主婦 144名

-肥満度は BodyMass Index (BMI)で表し

最高値 40.4 

最低値 23. 1 

平均値 27.7 

・年齢

最高値 70歳

最低値 24歳

平均値 51. 3歳

肥満度および年齢構成を Table1.に示す.
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国は複数回答

Table 1. Distribution of age and degree of obesity 0 

子供の時かb 思期春か旬 桔量頃たかし 産後か出ら 4歳5歳代か00 の他そ

aっ肥高満群度 肥中満等度群 軽肥満群度

20歳代

30歳代 7 

40歳代 8 32 8 

50歳代 10 40 13 

60歳代 7 14 

70歳代

言十 27 94 23 

高度肥満群 BMI孟30

中等度肥満群 25豆BMI<30

軽度肥満群 23豆BMI<25

(人)

言十

9 

48 

63 

22 

1 

144 

Fig. 1. Onset period of obesity 

結果と考察

(1)肥満発現の時期

「あなたはいつごろから太りだしましたかJという聞

に対し6択で、回答を求めた結果を Fig.1.に示す.

最も多かったのが「出産後」の 79名で全体の 54.9怖

を占めた.

「子供の頃から太ってはいたが出産後にさらに太っ

た」といった複数回答を加えると， I出産後」に肥満が

発現もしくは増大した例は 88名となり全体の 61怖に

上る

出産が肥満に及ぼす影響については従来から注目さ

れており，佐々木らの報告 3)によれば，女性では第二

子平均出産年齢の 1年後に相当する 32歳に， BMIの

急激な増加が見られるとされている.
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その他を選択したものは 11名あった.結婚，出産

に直接は関係なく他の原因(転居，夫の単身赴任など)

で肥満が始まったので「その他」となっているが，年齢

としてはすべて 30歳代であった.

(2)太りはじめた頃の状況

アンケートでは「太りはじめた頃の状況」を自由記述

方式で書いてもらっている.

対象 144名中 110名が自分が太ったと思われる要因

について書いていた.一人で5件を上げた例もあり，

延べ件数は229件に上ったが，大別して頻度の高い順

に記すと Table2.のとおりである.

記載が最も多かったのは「おやつの過食」で 49名

あった.原文にしたがって具体例を挙げると.1甘い

もの大好きで，家に居るとコーヒータイムが二度，三

度JIご飯は食べなくてもケーキは欲しかったJI友人に

も甘党が多くケーキバイキングにJI勤めから帰って夕

食の支度をするまでにまず菓子をJIストレスからおや

つを袋ごと食べたJI'忙しいと昼食はおやつで済ませる

ことが多く」などであった.また「ケーキづくりが好き

で、子供や家族のために作ってはつい食べすぎたJと

いった類の記載が5件あり，主婦と間食の関係がうか

がわれた.

2位の「運動不足」については.1運動不足だった」と

だけ記載しているものが多く，具体例としては.1子

供の手が離れるとともに動かなくなりJI車に乗りだし

てから歩かなくなった」程度で、あった.

Probable inductive factors of overweight 

(件)

Table 2. 

おやつの過食

運動不足

目旨っこい料理

穀類の多食

とにかく量が多かった

ストレス

夜食

外食

薬や手術の影響

残り物を食べて

家族も肥満

アルコール
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本講座の受講者においては Fig.2.に示すとおり肥

満発現のピーク年齢は25歳から 29歳で.30歳から

34歳は第2位となっているが，これは年代層からみ

て今回の調査対象は現在より出産年齢が低かったから

と思われる.25歳から 34歳に大きな山があることは

佐々木らの調査とほぼ一致するとみてよかろう.1結

婚した頃から」の 9名も含めて，結婚，出産というラ

イフサイクルが女性の肥満に及ぼす影響の大きさが再

確認された.

「出産後」についで肥満の発現が多かったのは140歳

代.50歳代」で25名あった.この項では複数回答分

が13名あり，これも加算するとこの時期の体重増加

者は38名 (260/0)となった.

出産期には，内分泌系の関与を中心とした大きな体

の変化があり，肥満が発生しやすい状態にあると思わ

れるが.140歳代.50歳代」も，内分泌系の変動を伴

う更年期にあたり，女性のライフサイクルのうえで大

きな意味をもっと思われる.

「子供の頃からJ.1思春期から」は各 10名ずつで両

者をあわせて全体の 13.8%であった.
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穀類の過食は 22名であったが，そのうちの 15名が るが，餅などの過食がそれに拍車をかけていることも

「出産後」に太った人で、あった.いずれも「母乳を出す 見逃せない.rラーメンライスが好きでよく食べた」
ためにがんばってお餅やご飯を食べた」と答えている rご飯は太ると思って減らしていたが，麺類はよく食
出産後の肥満については内図的要素も大きいと思われ ベた」など麺類に関するものも 5件あった.

|閉経|
症例2

K.M. !i! 51歳

45歳・・・姑の看病のため

退職.

46歳・一息子が結婚し食

事の責任がなく

なる.

この頃，運動量が激

減.食生活が不規則に

なりおやつで済ませる

ことが多くなった.

受講時

身長 158.5cm 

35 40 45 50 (歳) I 
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Fig. 3. Case 1 
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指導現場に見る肥満主婦の特性

関 I期 口E期 関皿期

高度 76% 

中等度 65% * 

軽度 58% 

*P<O.05 

Fig. 5. Relation between degree and onset period of obesity 

「とにかく量が多かった」の例としては， I夕食を子 Table 3. Degree distribution of the prolonged obese 

供たちと食べ，帰りの遅い夫に付き合ってもう一度食 women 

ベたJ，I伸び盛りの子供に栄養栄養と思って作っては

自分も一緒に食べたJI二人の子供が受験期のために食

事や夜食がまちまちで，そのたび、に自分の口にもなに

か入った状態だった」などがあった.家族の食生活を

管理する主婦特有の行動がうかがわれ，⑬の「残り物

を食べて」とあわせて注目される.

「ストレス」としては， I子育てに追われてJI夫の両

親との同居JI病人の看病」など，自分自身の生活を確

立できない代償を， 1おやつ」や「アルコール」に求める

傾向が見られた.なかには子供が幼稚園にいきだして

から姑と二人きりで家に居るのが苦痛なため喫茶庖で、

時間を費やしそれがケーキの食べすぎにつながった

と記述している例もあった.

特殊な例として， 1薬や手術の影響で太ったJとする

ものが8例あった.ホルモン剤2名，卵巣手術2名，

胆石手術2名，抗甲状腺剤 1名，単に「手術」とだけ記

載したものが 1名であった.

「出産後肥満」および「更年期肥満」の代表的な事例を

Fig.3.およびFig.4.に記した.

(3) 肥満度別に見た発現時期

Fig.5.はBMI別に見た肥満の発現時期で、ある.1子

供の時JI思春期」を合わせて I期， 1結婚JI出産後」を

合わせてE期， 140歳， 50歳代」をE期として比較し

た.

人 (明)

高度肥満群 (n=27) 8 (29.6) 一寸

中等度肥満群 (n=94) 7 ( 7.4) * 

軽度肥満群 (n=23) ( 4.3)一」

*:P<0.05 

L 、ずれの群においても， II期が圧倒的に一位を占め

た. 1期とE期の関係で見ると高度肥満群ではI期が

E期より多くなっているが，中等度群ではほぼ同程度

となり，軽度群ではE期がI期を大きく上回った.

すなわち高度肥満群では若年からの肥満者が多く，

軽度群では比較的更年期からの肥満者が多いというこ

とになる.

次に，肥満発現から 30年以上持続している例を長

期肥満者とし，その割合を肥満度別に比較した.

Table 3.に示すとおり高度肥満群では29.6%，中

等度群では7.41170，軽度肥満群は4.3%となり長期肥

満者は高度群に有意に多い結果となった.

高度肥満群には，体質および生活状況においてそれ

なりの要因があると思われるが，あわせて肥満の発現

が早く長期にわたって肥満であることも，肥満度を高

めている一因と思われる.
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Table 4. Relation between degree and inductive factors of obesity 

過食

件(件/n)

運動不足

件(件/n)

その他の要因

件(件/n)

高度肥満群 (n=27) 24(0.9) 9(0.3) 

中等度肥満群 (n=94) 103(1.1) 

軽度肥満群 (n=23) 30(1. 3) 

目は「その他の要因」として大別した.

延べ件数を対象者数で除した「件数 /njで比較する

と「過食」と「運動不足」の記載はともに軽度肥満群で高

値を示した.過食が最も予想される高度群では「過食」

に関する件数 /nは最も少なかった.

「その他の要因」については高度肥満群で件数 /nが

最も高く，軽度群ではOであった.

高度肥満群で「その他の要因」を記載した9件の内訳

は， Iストレスj3件， I家族も肥満j3件， I薬や手術

の影響j3件であった.

この件数は客観的データではなく，受講者自らが肥

満形成過程を振り返って記述したものの集計である.

この数値から，高度肥満群では軽度群に比べて「過食」

や「運動不足」が少なく「その他の要因」で太った人が多

L 、と判断するのは早計であろう 1960年代から太った人が最も多く，それ以前は少

むしろ「過食」や「運動不足」に対する認識が，高度群 ない.これは対象の年齢構成からして，この時期に出

においてやや乏しく，軽度群において高いのではない 産期を迎えた人が多かったからであるが，別の視点で

かという視点も含めて，今後さらに例数を増やし検討 見れば， 1960年代はわが国にと って高度経済成長が

していきたい. 急激に進んだ時期でもある.わが国の肥満は 1955年

(5)社会の変遷と肥満発現数 から 1975年に急増したとされているのが，食糧事情

対象 144名の肥満発現を年代別に分類して Fig.6. の好転や電化による家事労働の軽減など生活様式の変

(4) I太りだした頃の状況」に関する認識の肥満度別

比較

さきに Table2.に示した「太りだした頃の状況Jに

ついて BMI別に検討を加えた. (Table 4.) 

Table 2.の 11項目のうち， Iおやつj，I脂っこい 40 

料理j，I穀類の過食j，I量が多かったj，I夜食j，I外

食j，I残り物を食べてj，Iアルコール」の 8項目はま

とめて「過食」とし， I運動不足」はそのまま「運動不足j 30 

に， Iストレスjl家族も肥満jl薬や手術の影響」の 3項

8(0.3) 

28(0.3) 19(0.2) 

12(0.5) 。(0)
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に示した. 化が最大の原因であった.
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今回の調査の対象はこの肥満急増期に，出産という

最も太りやすいライフステージを迎えたわけで，その

相乗作用が今回の結果になっているともいえよう.

アンケートで「とにかくよく食べた」と答えた主婦の

一人は「戦中戦後，ご馳走の少ない時代に成長したた

め食べることに興味があり，極端にいえば朝起きてか

ら寝るまで食べることを考えています」と述べている.

ほかにも， I食べることが生きがし、J(4件)， I食物を

残すのはもったし、なしづけ件)といった記述があり，

戦中戦後に子供時代を過ごした主婦の心理が感じられ

た.

なお「痩せていた」とし、う記載も 9例あり，子供時代

には太りたくても太れない社会環境にあったことをう

かがわせた.今回の調査では「子供の頃」や「思春期か

ら」の発現は少数であったが，現在のような飽食の時

代に子供時代を過ごしていれば，また異なった結果が

出ていたことも十分予測される.

現に今回の対象中，唯一 20歳代の人の肥満発現時

期は「子供の時から」であり，その理由も「鍵っ子だっ

たためおやつをよく食べた」という新しいタイプのも

のであった.時代の変遷につれて，肥満発現の時期や

要因は大きく変化していくと思われる.

先に報告したとおり，女性の肥満は出産，授乳期に

最も発現しやすいが，この肥満好発期を戦中戦後の食

糧難時代に迎えた人とその後に迎えた人とでは，当然

異なった傾向が予測される.今固め調査では 60歳以

下が 84070と大半を占め 60歳以上の 23名に関して

も19名が65歳以下であったことから明確な結果は得

要約

(1)本学ダイエット講座受講の主婦 144名を対象に，

肥満形成の時期，年齢，および要因について自由

記述を中心としたアンケートを行なった.

(2)肥満の時期としては「出産後」が圧倒的に多く，つ

いで「更年期」であった.年齢としては 25歳から

34歳までにピークがあった.

(3)高度な肥満群ほど，肥満発現の時期が早く，長期

にわたって肥満であることが注目された.

(4)肥満要因としては「おやつJI授乳期の餅」などを中
心とした「過食」と「運動不足」を挙げる人が多かっ

た.I過食」の背景は多様で，食物に接する機会の

多い主婦特有の悩みとともに，食糧事情の悪い時

代に育った心理的要因もうかがわれた.

(5)軽度肥満群では，自己の肥満要因を「過食」と「運

動不足」に見ている人が多く，高度群では「ストレ

スJI家族も肥満JI薬や手術の影響」を挙げる割合
が他群より高かった.

(6)肥満発現年代は 1960年以降が9割を占め，食糧

事情などの時代的要因も影響していると d思われた.

(7)短絡的ダイエットが，肥満を促進した例もあった.

主婦の肥満を形成する諸要因について，今後も幅広

い考察を加えながら，より効果的で人間らしい減量指

導を開発していきたい.
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